
（６）安全を確保し、市民生活を支える
［安全・生活基盤］

（単位：千円）

予 算 額

<新><重要><安心>

災害用マンホール型トイ 31,550 　避難場所に災害用マンホール型トイレを設置する。

レ整備事業

(防災課) <事業概要>

<財源構成> ・学校等避難場所及び公園等の一時避難場所　250施設

①市債 22,500 ・１避難場所当たり６基を設置(３日間対応可能)

②一般財源 9,050

<事業計画>

　平成21年度　モデル事業(各区１避難場所　計60基)

　平成22年度以降　各区２避難場所(計120基)

<新><重要><安心>

地域防災リーダー養成事 3,196 　地域防災リーダーを養成し、地域の防災力を強化するため、防

業 災士取得に係る研修講座を開催する。

(防災課)

<事業計画>

・防災士養成研修講座の開催(３日間)　受講者50名

・平成25年度目標　防災士取得者500名

・(仮称)防災コーディネーター派遣事業(平成22年度～)

　　防災士取得者を防災コーディネーターとして登録を行い、自

　主防災組織等の講演や訓練に派遣する。

摘　　　　　　　　　要事　業　名
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（単位：千円）

予 算 額 摘　　　　　　　　　要事　業　名

<新><重要><安心> (再掲 P.29)

新型インフルエンザ対策 686,240 　新型インフルエンザの流行による健康被害から市民を守り、安

事業 全を確保するため、医薬品、資器材の備蓄等を行う。

(健康増進課)

(地域保健課) <内容>

(保健科学課) ・新型インフルエンザ対策会議

(安心安全課) ・図上訓練及び業務継続計画の基礎調査

(救急課) ・市民用抗インフルエンザウイルス薬の備蓄

<財源構成> ・資器材の備蓄

①国庫支出金 4,000 ・感染症情報の収集・分析

②一般財源 682,240

<新><重要><安心>

食品安全強化プロジェク 3,000 　食の安全を確保するため、食品汚染が発生した際の検査を迅速

ト に行えるよう、検査試薬等の整備を行う。

(生活科学課)

<内容>

・農薬等の分析用標準品及び検査試薬等の購入 

<新><安心>

宅地耐震化推進事業(大規 10,034 　大地震時における大規模盛土造成地の滑動崩落を防止するため

模盛土造成地の変動予測) 大規模盛土造成地の変動予測に関する調査を行う。

(開発調整課)

<財源構成> <調査スケジュール>

①国庫支出金 3,000 　平成21年度　北区、見沼区、南区、緑区

②一般財源　　 7,034 　平成22年度　西区、桜区、岩槻区

　平成23年度　大宮区、中央区、浦和区
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（単位：千円）

予 算 額 摘　　　　　　　　　要事　業　名

<拡大><重要><安心>

防災行政無線整備事業 333,655 　災害時の避難勧告等の情報体制を強化するため、防災行政無線

(防災課) (同報系)のデジタル化再構築を行う。

<財源構成>

①市債 268,200 <内容>

②一般財源 65,455 　防災行政無線(同報系)デジタル化再構築整備

　既存防災行政無線維持管理

<継続費>

<事業計画>

　平成18年度　基本設計

　平成19年度　実地調査

　平成20年度　実施設計

　平成21～24年度　デジタル化再構築整備・順次運用開始

　平成24年度　市域全域における運用開始

<施設概要>

　屋外拡声子局　更新及び新設(子局総数：約570基)

　

事業名 年度

21 301,100 13.7%

22 631,400 28.6%

23 624,400 28.4%

24 644,400 29.3%

合計 2,201,300 100.0%

防災行政無線(同報
系)デジタル化再構
築整備事業

年割額
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（単位：千円）

予 算 額 摘　　　　　　　　　要事　業　名

<拡大><安心>

避難場所夜間運営訓練の 13,258 　大規模災害における避難場所の運営体制の強化を目的に、夜間

実施 運営訓練を実施する。

(防災課)

<事業概要>

　平成21年度　全区において実施(各区２か所)

<平成20年度実績>

<拡大><子育て><安心>（再掲 P.32)

子ども急患電話相談事業 17,010 　子どもの急病などに対し、適切なアドバイスを行い、保護者の

(健康増進課) 不安解消を図るため、電話相談事業を実施する。

<事業概要>

・相談受付時間

　月～金　　　　　　　　　　17時～翌日９時

　日・土・祝日及び年末年始　９時～翌日９時

区 名 会 場 開 催 日 参 加 者

西 区 植水小学校 ９月27日(土)～28日(日)
76名

（うち宿泊者56名）

北 区 大砂土小学校 ９月19日(金)～20日(土) 56名
(台風のため宿泊訓練は中止)

大宮区 第二東中学校 ８月29日(金)～30日(土)
56名

（うち宿泊者21名）

見沼区 見沼小学校 ８月30日(土)～31日(日)
71名

（うち宿泊者55名）

中央区 上落合小学校 ９月６日(土)～７日(日)
150名

（うち宿泊者60名）

桜 区 大久保小学校 ８月30日(土)～31日(日)
120名

（うち宿泊者46名）

浦和区 常盤小学校 ８月30日(土)～31日(日)
78名

（うち宿泊者61名）

南 区 善前小学校 ８月23日(土)～24日(日)
165名

（うち宿泊者76名）

緑 区 中尾小学校 ８月22日(金)～23日(土)
74名

（うち宿泊者30名）

岩槻区 岩槻商業高校 ８月30日(土)～31日(日)
115名

（うち宿泊者66名）

961名
（うち宿泊者471名）

約96名
（うち宿泊者約52名）

合　　　　　計

１０　区　平　均
※宿泊訓練は９区平均
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（単位：千円）

予 算 額 摘　　　　　　　　　要事　業　名

<重要><安心>（再掲 P.39)

ＡＥＤ民間施設普及促進 10,950 　民間児童施設等のＡＥＤ整備を促進するため補助を行う。

事業

(健康増進課) <制度概要>

・対象施設　　児童福祉施設、老人福祉施設等

・補 助 率　　購入費用の１／２(上限15万円)

・期　　間　　平成20～21年度の２か年

・さいたま市ＡＥＤ設置台数　662台(20年度末見込)

<拡大><重要><安心> 　

さいたま市既存建築物耐 188,836 　市内における建築物の耐震診断、改修を行う所有者に対し、助

震補強等助成事業 成を行う。

(建築総務課)

<財源構成> <内容>

①国庫支出金 89,603

②一般財源 99,233
木造住宅

耐震診断員
派遣

-

非木造住宅
実際に

要した費用
65千円

マンション
一次診断

診断費の2/3 200千円

マンション
ニ次・三次診断

診断費の2/3
1戸あたり
50千円

マンション耐震
性調査補助

調査費の2/3 200千円

特定建築物 診断費の2/3 3,000千円

その他 診断費の2/3 400千円

木造・非木造
住宅

設計費の2/3
補強費用の
15.2％又は23％

600千円

マンション
設計費の2/3
補強費用の
15.2％又は23％

1戸あたり
300千円

特定建築物
設計費の2/3
補強費用の
15.2％

13,000千円
40,000千円

その他
設計費の2/3
補強費用の
15.2％

1,600千円

耐
震
診
断

耐
震
改
修

助成率 限度額内容 種別
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（単位：千円）

予 算 額 摘　　　　　　　　　要事　業　名

<拡大><重要><子育て><安心> 　

公共施設耐震化事業 4,861,126 　耐震性の確保が必要とされる市有建築物について診断、設計、

(保全管理課) 改修を実施する。

(関係各課)

<財源構成>

①国庫支出金 1,804,498

②諸収入 10,481

③市債 1,576,100

④一般財源 1,470,047

　※　小・中・高等学校の耐震化事業は、P51に重複掲載

<耐震化スケジュール>

・耐震化完了目標年次　平成27年度

<平成21年度予定棟数>(水道・下水道事業会計除く)

内容 棟数

診断 43

設計 57

工事 24

診断 24

設計 14

工事 16

設計 4

工事 6

診断 7

診断 1

診断 1

診断 10

工事 10

診断 2

診断 1

工事 2

設計 1

設計 6

工事 6

コミュニティセンター 工事 1

診断 89

設計 82

工事 65

公民館

合　　　　　計

放課後児童クラブ

知的障害児通園施設

障害福祉サービス事業所

保健センター

老人憩いの家・老人福祉センター

児童センター

母子生活支援施設

保育園

建築物

学校

小学校

中学校

高等学校
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（単位：千円）

予 算 額 摘　　　　　　　　　要事　業　名

<拡大><子育て><安心>（再掲 P.52)

学校防犯体制整備事業 181,000 　不審者による犯罪から子どもを守るため、小学校及び特別支援

(健康教育課) 学校に警備員を配置する。

<拡大><子育て><安心>（再掲 P.60)

学校安全ネットワーク事 6,560 　小学校区に学校安全ネットワーク協議会を設置し、地域の防犯

業 活動を活性化させるとともに、情報の共有化を図る。

(健康教育課)

<財源構成> <内容>

①国庫支出金 1,434 ・防犯ボランティアリーダーによる巡回指導

②一般財源 5,126 ・学校安全ネットワーク構築のための助言

・防犯ボランティアの養成

<重要><安心>

自主防災組織の育成・支 128,090 　地域の防災力の向上を図るため、自主防災組織の育成・支援を

援 行う。

(防災課)

<内容>

　自主防災組織の運営経費、訓練経費等に対する補助金

<参考>

　701組織　組織率83.2％(平成20年12月現在)

<安心>

八都県市合同防災訓練等 49,597 　八都県市合同防災訓練(さいたま市会場)及び各区防災訓練を

の実施 実施する。

(防災課)

<事業概要>

さいたま市総合防災訓練(予定)

・期　日　平成21年８月30日(日)

・会　場　さいたま新都心８－１Ａ街区

・想　定　さいたま市直下地震(マグニチュード6.9、震度６強）

・参加者　約2,500人

・参加機関　約60機関・団体
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（単位：千円）

予 算 額 摘　　　　　　　　　要事　業　名

<安心>

防災情報等の提供 30,790 　市民生活の安心安全を確保するため、防犯・防災情報を提供す

(安心安全課) るとともに、災害時における情報提供ホームページの運営を行う。

(防災課)

①防災・気象情報ホームページの運営

　URL　http://bousai.city.saitama.jp/

　・気象情報(気象状況、注意報、警報等)、地震情報等

　・さいたま市の防災対策の取組

②防犯・防災情報の携帯メール配信(あんしんメール)　　  

　・防犯情報､気象情報､地震情報等を携帯電話等にメールで配信

③災害時情報提供ホームページの運営

　・大規模災害時における被害状況や避難情報等を提供

<安心>

災害用備蓄事業 44,373 　大規模災害に備え、災害用備蓄の充実を図る。

(防災課)

<主要備蓄品備蓄状況>

備蓄品名
平成21年度
購入予定数

アルファ米 115,000食

毛布 1,800枚

ガソリン缶 600缶

粉ミルク 490缶

救急箱 15個
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（単位：千円）

予 算 額 摘　　　　　　　　　要事　業　名

<重要><安心>

被害想定調査の実施 15,000 　大規模地震や風水害における被害想定調査を実施し、さいたま

(防災課) 市地域防災計画に反映するとともに、予防対策を推進する。

<事業概要>

　地震(東京湾北部、さいたま市直下)、風水害による被害想定

<重要><安心>

防犯対策事業 16,200 　市民との協働により安心・安全な地域社会を実現する。

(交通防犯課)

<内容>

・地域防犯活動助成金

　　自主防犯活動事業

　　青色防犯パトロール車導入事業

・青色防犯パトロール車の拡充(電気自動車１区１台)

<重要><安心> (再掲 P.23)

交通安全施設設置及び維 309,000 　交通事故防止を図るため、道路照明灯、反射鏡等を設置すると

持管理事業 ともに、地球環境に配慮し、ＬＥＤ照明灯を設置する。

(交通防犯課)

<平成21年度設置予定数>

・道路照明灯　1,400基(うち、ＬＥＤ照明灯500基)

・道路反射鏡　　400基

実績

平成18年度 平成19年度 平成20年度見込み

団体数 377団体 423団体 444団体

助成総額 10,274,400円 11,456,000円 12,212,000円

単位：基

平成19年度末
平成20年度
設置見込み

平成21年度
設置見込み

平成21年度末
見込み

道路照明灯 79,876 1,400 1,400 82,676

道路反射鏡 14,534 450 400 15,384
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（単位：千円）

予 算 額 摘　　　　　　　　　要事　業　名

<安心>

消費生活相談の充実 14,382 　消費生活の安定と向上を図るため、相談体制の拡充及び啓発を

(消費生活総合センター) 強化する。

<財源構成>

①諸収入 107 <内容>

②一般財源 14,275 ・消費生活相談員の拡充(２名増員)

・多重債務相談会の開催(年３回)

<安心> (再掲 P.73)

橋りょうの整備、保全 1,006,341 　河川改修等に伴う橋りょうの架け替え整備、緊急輸送道路にか

(道路環境課) かる橋りょう等の耐震補強、老朽化した橋りょうの長寿命化対策

<財源構成> を行う。

①国庫支出金 48,000

②県支出金 99,000 <内容>

③市債 338,900 ①橋りょう架け替え整備

④一般財源 520,441 ・測量、設計等(中野橋、念仏橋、学校橋　ほか)

・架替工事(畷橋、学校橋、稲荷岸橋)

②橋りょう耐震補強

・耐震補強設計(上戸井橋、下内野橋)

・耐震補強工事(砂本郷跨線橋、新大道橋)

③橋りょう長寿命化修繕(橋りょうアセットマネジメント)

・長寿命化修繕計画の策定

・設計(羽根倉橋、歩道橋)

・修繕工事(盆栽陸橋、大橋、内谷橋、歩道橋、秋ヶ瀬橋)
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（単位：千円）

予 算 額 摘　　　　　　　　　要事　業　名

<重要><安心>

河川改修の推進 1,439,673 　治水安全度の向上を図り、浸水被害を軽減するため、河川等の

(河川課) 整備を行う。

<財源構成>

①国庫支出金 218,800 ・準用河川等の改修

②市債 845,400

③一般財源 375,473

・流域貯留浸透事業

　

市営春野団地建設事業 437,600 　市営春野団地を建設する。

(住宅課)

<財源構成> <継続費>

①国庫支出金 61,300

②市債 303,700

③一般財源 72,600

<施設概要>

・建 設 地  　見沼区春野２丁目1227－18

・敷地面積　　10,845.2㎡

・施設規模　　総戸数　178戸

事業名 年度

20 62,400 12.5%

21 437,600 87.5%

計 500,000 100.0%

年割額

市営春野団地第４期
工事建設事業

20年度末
見込

21年度末
見込

流域貯留浸透事業 H11～ 88,289 50.1% 53.0%

事業名 施行期間 計画貯留量
整備進捗率

20年度末
見込

21年度末
見込

東宮下雨水渠整備事業(雨水渠) 1,411ｍ 10.0% 60.0%

東宮下雨水渠整備事業(調節池) 21,000 
用地買収
79.8％

用地買収
100.0％

準用河川新川改修事業 H3～H37 3,720ｍ 16.1% 18.5%

滝沼川堤外水路改修事業 H15～H23 800ｍ 39.0% 57.5%

準用河川滝沼川改修事業 S62～H25 3,260ｍ 31.5% 46.8%

事業名 施行期間
整備進捗率

H16～H24

計画延長
・貯留量
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（単位：千円）

予 算 額 摘　　　　　　　　　要事　業　名

<重要><安心>

住宅防火対策推進事業 6,151 　住宅用火災警報器の設置を推進する。

(消防総務課)

(予防課) <内容>

・住宅用火災警報器取付サポート制度

・広報啓発経費等

<重要><安心>

消防署・所の整備 23,735 　消防力の強化を図るため、大宮消防署下町出張所の移転整備及

(消防総務課) び消防署・所の適正配置の検討を行う。

(財務課)

<財源構成> <内容>

①市債 16,600 ・大宮消防署下町出張所の基本・実施設計等

②一般財源 7,135 ・消防署所適正配置調査業務

<事業計画>

　平成21年度　基本・実施設計

　平成22年度　建設工事

　平成23年度　建設工事

<施設概要>

・建 設 地　　県大宮合同庁舎臨時駐車場(大宮区吉敷町１丁目

　      　　　132－1)

　      　　  吉敷町市民花壇(大宮区吉敷町１丁目136-１）

・敷地面積　　1,501.3㎡　

・延床面積　　約700㎡
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（単位：千円）

予 算 額 摘　　　　　　　　　要事　業　名

<安心>

特殊車両の整備 570,425 　複雑多様化する災害に対応するため、消防機動力の確保に必要

(警防課) な消防車両等を整備する。

<財源構成>

①国庫支出金 203,218 <内容>

②市債 186,800 　更新車両台数17台

③一般財源 180,407 　・災害対応特殊はしご付消防ポンプ自動車(38ｍ級)　１台

　・小型水槽付消防ポンプ自動車　５台

　・高規格救急自動車　３台

　・救助工作車(Ⅱ型） １台　等
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（単位：千円）

予 算 額 摘　　　　　　　　　要事　業　名

<水　道　事　業　会　計>

<重要><安心>

水道施設整備事業 7,432,671 　安全な水道水を安定して供給するため、老朽水道管の更新等の

(水道局) 水道施設の整備を計画的に推進する。

<財源構成>

①国庫支出金 23,000 <内容>

②企業債 1,166,000 ・地下水源整備事業

③自己財源 6,243,671 ・拠点施設整備事業

・配水ブロック整備事業

・配水支管整備事業

・老朽管更新事業

・耐震化事業

鉛給水管解消事業 1,474,498 　水道メーターの接続部分等に一部使用されている鉛給水管の取

(水道局) 替修繕を行う。

<内容>

・宅地内メーター前後の鉛管布設替

・公道上分水栓分岐部分の鉛管布設替

有効率向上対策事業 168,478 　配水本管接合ボルトの交換修繕や漏水調査を実施し、漏水事故

(水道局) の防止と限りある水資源の有効活用を図る。

<内容>

・漏水調査委託

・ジョイント腐食箇所ボルト・ナット交換修繕
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（単位：千円）

予 算 額 摘　　　　　　　　　要事　業　名

<下　水　道　事　業　会　計>

<重要><安心><環境>

公共下水道の整備 16,363,112 　生活環境の改善や公共用水域の水質改善及び市街地の浸水被害

(下水道計画課) の軽減のため、公共下水道の整備を行う。

<財源構成>

①企業債 7,925,600 <内容>

②国庫補助金 4,634,000 ①下水道汚水事業

③負担金 762,502 　普及率90％(平成25年度)を目指し、公共下水道の未普及解消を

④一般会計出資金 推進する。

3,041,010 　平成21年度末普及率見込　86.3%(前年比＋1.3%)

②下水道浸水対策事業

　雨水幹線、雨水貯留管の整備を行う。

<継続費>

③下水道施設老朽化対策事業

　さいたま市下水道地震対策緊急整備計画に基づき、耐震化と合

わせた老朽化対策を行う。

④下水道合流改善事業

　法令に基づき、合流式下水道による公共用水域の水質汚濁を防

止する。

事業名 年度

21 350,000 11.3%

22 1,800,000 58.1%

23 950,000 30.6%

計 3,100,000 100.0%

日進櫛引雨水幹線整備
事業

年割額

事業名 年度

21 150,000 26.8%

22 410,000 73.2%

計 560,000 100.0%

年割額

加田屋落し雨水幹線整
備事業
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